
2023国際医用画像総合展(ITEM2023)

【出展社様向】
新型コロナウイルス感染予防対策に於け

る現場マニュアル

2023年3月10日

一般社団法人日本画像医療システム工業会

会期：
2023年4月 14日（金） 9：30　開会式～17：00

15日（土） 9：30～17：00
16日（日） 9：30～15：00

会場：
パシフィコ横浜　展示ホール

搬入：2023年4月10日（月）～13日（木）
会期：2023年4月14日（金）～16日（日）
搬出：2023年4月16日（日）～17日（月）
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＜出展者および関係者（設営作業員含む）＞

出展者および関係者、設営作業員の健康管理の徹底、発熱、体調不良の場合は会

場に来ないことの徹底をお願いいたします。

● 検温・消毒

○ 会場入口に検温・消毒一体型機器を設置します。

ご自身で検温、消毒することをお願いいたします。

● マスク

○ 会場内マスク（不織布マスクを推奨）の着用をお願いします。

（スタッフの方は会話されることを前提としております）

■ 各ブースでは原則マスク着用といたしますが、ステージプレゼン等

の際につき、飛沫感染対策の上、出展社にてご判断をお願いしま

す。

○ 一般来場者向けは、行政・パシフィコ横浜の指針に従い、下記案内文言

を登録サイト、ポスターにて案内します。

■ マスクをあらかじめご準備いただき、場面に応じてご着用をお願い

いたします。また、マスクを外した上での会話はお控えください。

● 会場・ブースの人数制限

○ 人数制限は行いません。

● 出展社スタッフ、設営作業者の名簿提出

○ ITEM2023では実施しません。

＜来場者＞

発熱、体調不良の場合は会場に来ないこと、会場入口で検温・消毒実施頂くことを、

登録サイト・ポスターにて案内します。

＜会場で万が一体調不良になられた方、参加後 2日以内にコロナ感染の陽性者と

なった場合＞

展示事務局スタッフへご連絡ください。

コロナ感染が判明した際、政府・自治体からの個人情報提供が求められた場合は、

取扱いを十分注意しつつ、必要に応じ提供することをご了承ください。

ITEM2023 では、行政、パシフィコ横浜等から示される正確な情報の収集に努
めるとともに、感染症拡大の防止に細心の注意を払い、実施してまいります。
皆様におかれましても感染症拡大予防の趣旨をご理解いただき、以下の通りご
協力をお願いいたします。
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安全対策（詳細）

出展社の行うべき対策
下記内容の徹底をお願いいたします。

● 搬入時及び搬出時
○ 作業スタッフの体調管理。体調不調者は会場に来させない。
○ 入口にて自己検温・消毒を実施し、 37.5度以上の場合は入場しない。

● 会期中
○ 参加スタッフの体調管理。体調不調者は会場に来させない。
○ 入口にて自己検温・消毒を実施し、 37.5度以上の場合は入場しない。
○ 自社ブース内の高頻度接触部位（出展製品、テーブル、椅子、ドアノ

ブ、キーボード、タブレット、タッチパネルなど）を各社責任をもって、毎
日複数回消毒。

○ 商談に使用するテーブル・椅子や製品などは、商談毎に消毒。
○ 自社ブースの来客状況によりデモンストレーションや商談時間を柔軟に

調整し、密集する状況を作りださないよう、可能な限り配慮する。
○ 外出や商談後にスタッフの手指の消毒を徹底。

○ 閉館時間になったら速やかに商談を終えて、来場者に退館を促す 。
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安全対策（詳細）

JIRAは下記を徹底します。

● 搬入時及び搬出時
○ 入口に検温付き消毒装置を設置し、自己検温を実施させる。
○ 展示ホール内換気のため、搬入出口の常時開放の徹底。
○ 施工中の密集の回避、手指消毒、手洗い励行等について、必要に応じ館

内アナウンスの実施。

● 会期中
○ 入口に検温付き消毒装置を設置し、自己検温を実施させる。
○ 床面シール等貼付による待機列での密集の回避を実施。
○ 展示ホール入口及びホール内に設置した休憩スペースなどにアルコール

消毒液を設置。またホール内滞在中の手洗いと手指消毒を励行。定期的
な見回りによる残量確認と補充及びテーブル椅子などの清拭消毒を実
施。

○ 運営・安全面での支障がない範囲での展示ホール内の換気を実施。
○ 密集の回避、手指消毒、手洗い励行等について、必要に応じ館内アナウ

ンスの実施。

● 廃棄物の処理、館内巡回清掃、消毒の徹底
○ 清掃範囲

■ 展示会共用部　パシフィコ横浜手配の清掃会社
■ 主催者企画の集客場所　主催者手配の清掃会社

● 注意事項
○ 手袋を着用する場合には適切に交換を実施。手洗いまたは消毒液によ

る手指消毒を実施。
○ 休憩コーナー等は定期的に消毒作業実施。



ご参考）来場者向ガイド
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参加者の安全確保

消毒液等の会場設置
　消毒液設置場所と本数（下部図面に記載）
　会場入口
　休憩スペースなど

消毒液残量確認
　1時間1回程度確認。消毒液の残量が半分以下になった場合補充。

看板設置
　入口に「ご来場の際は、自己検温と手指の消毒をお願いします。」の
　旨のサインを設置。

★消毒液設置場所
　※休憩スペースに関しては非接触式の消毒液スタンド設置。
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参加者の安全確保

登録所における適切な距離の確保

　2階展示会登録所において、チェーンパーテーションにて待機列の　設
置。床面には間隔目印を設置し、適切な距離を確保。
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参加者の安全確保

開会式における適切な距離の確保

　登壇者・司会者の演台に飛沫飛散防止のシールドを設置。
　登壇者と聴講最前列の距離は 2ｍ以上の間隔を空ける。
　登壇者間には飛沫飛散防止のシールドを設置。

　客席に関しても間隔をあけて配置。
　立見席に関しても適切な距離の確保に配慮し、床に立ち位置を表記した
　印を設置。

登壇者・司会者のマスクはご自身のご判断とする
（距離、シールドを設置しているので基本は不要）
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参加者の安全確保

ステージ企画エリアにおける適切な距離の確保

　講演者の演台に飛沫飛散防止のシールドを設置。
　講演者と聴講最前列の距離は 2ｍ以上の間隔を空ける。

　客席に関しても間隔をあけて配置。
　
　講演時に使用したマイク、ＰＣ、演台は定期的に除菌シートで
　消毒します。

講演者のマスクはご自身のご判断とする
（距離、シールドを設置しているので基本は不要）
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参加者の安全確保

ブース間、会場内通路幅の十分な距離の確保

小間図参照
　一般社団法人日本展示会協会発行【展示会協会における COVID-19感染
　拡大予防ガイドライン」により 3ｍ以上の通路幅を目安としたレイアウ　トを実
施。
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参加者の安全確保

スタッフ配置場所、休憩コーナーへの飛沫飛散防止用透明アクリルパネルの設
置

休憩コーナー
　適切な距離の確保に配慮したテーブル椅子の設置。
　テーブル中央に飛沫飛散防止用透明アクリルパネルの設置。

施工時協力会社カウンター
　スタッフ前面への飛沫飛散防止用透明アクリルパネルの設置。


